
 

秦
野

ら
し

さ
・

特
徴

に
つ

い
て

 

 

（
平

成
３

０
年

８
月

８
日

 
行

政
経

営
課

）
 

 

中
間

報
告

2
0
1
8（

地
域

特
性

の
活

用
）
、
平

成
2
9
年

度
第

５
回

会
議

記
録

等
を

基
に

作
成

し
た

も
の

。
 

 

１
 

古
く

か
ら

人
々

が
暮

ら
し

て
い

た
土

地
で

あ
る

 

・
遺

跡
（

旧
石

器
時

代
の

遺
跡

、
古

墳
時

代
の

桜
土

手
古

墳
群

な
ど

）
 

・
秦

氏
（

渡
来

系
で

あ
り

、
絹

布
を

織
っ

て
天

皇
へ

献
上

し
た

一
族

）
 

・
矢

倉
沢

往
還

 

秦
野

市
を

東
西

に
貫

い
て

お
り

、
古

く
か

ら
武

蔵
、

駿
河

な
ど

へ
繋

が
る

物
資

運
搬

の
「

経
済

の

道
」
、
ま

た
、
江

戸
時

代
は

富
士

山
、
大

山
な

ど
へ

の
参

詣
の

た
め

の
「

信
仰
・
旅

の
道

」
で

あ
り

、

人
や

物
が

行
き

交
っ

て
い

た
。

 

・
秦

野
た

ば
こ

祭
 

か
つ

て
秦

野
の

基
幹

産
業

で
あ

っ
た

た
ば

こ
耕

作
の

農
家

を
慰

労
す

る
た

め
始

ま
っ

た
祭

り
。
市

民
全

体
の

祭
り

と
な

っ
て

現
在

ま
で

続
い

て
い

る
。

 

→
 

強
み

ま
ち

の
歴

史
に

根
ざ

し
た

祭
り

が
あ

る
。

 

 

２
 

秦
野

名
水

が
あ

る
 

・
秦

野
盆

地
湧

水
群

（
全

国
名

水
百

選
選

定
、

豊
富

な
地

下
水

）
 

・
盆

地
内

の
地

下
水

を
生

か
し

た
生

活
と

生
産

を
つ

な
ぐ

地
域

循
環

体
系

 

・
公

水
（

市
民

、
事

業
者

、
行

政
に

よ
り

地
下

水
が

保
全

さ
れ

て
き

た
歴

史
）

 

→
 

強
み

市
民

の
誇

り
に

つ
な

が
る

地
域

資
源

を
持

っ
て

い
る

。
 

・
環

境
省

名
水

百
選

選
抜

総
選

挙
お

い
し

さ
が

す
ば

ら
し

い
名

水
部

門
全

国
１

位
 

→
 

強
み

日
本

一
お

い
し

い
水

道
水

が
飲

め
る

ま
ち

で
あ

る
。

 

 

３
 

首
都

圏
外

縁
部

に
位

置
し

て
い

る
 

・
都

心
か

ら
約

５
０

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

 

→
 

強
み

 
弱

み
 
都

心
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

（
首

都
圏

外
縁

部
な

が
ら

）
確

保
し

て
い

る
。

 

 

４
 

山
並

み
や

里
地

里
山

が
あ

る
 

・
丹

沢
や

渋
沢

丘
陵

（
秦

野
盆

地
）
、

弘
法

山
 

→
 

強
み

広
く

市
民

が
共

有
で

き
る

地
域

固
有

の
特

徴
が

あ
る

（
自

然
環

境
、

景
観

）
。

 

強
み

里
地

里
山

が
あ

る
。

 

 

  ５
 

交
通

イ
ン

フ
ラ

（
鉄

道
、

高
速

道
路

等
）

が
充

実
し

て
い

る
 

・
小

田
急

線
の

駅
が

４
つ

 

・
小

田
急

線
複

々
線

化
、

快
速

急
行

（
新

宿
ま

で
6
0
分

）
、

ロ
マ

ン
ス

カ
ー

 

→
 

強
み

鉄
道

の
交

通
利

便
性

が
高

い
。

 

弱
み

駅
前

を
開

発
す

る
た

め
の

資
金

も
４

駅
分

か
か

る
。

 

・
東

名
高

速
道

路
（

Ｉ
Ｃ

）
、

新
東

名
高

速
道

路
（

Ｉ
Ｃ

、
Ｓ

Ｉ
Ｃ

、
Ｓ

Ａ
）
、

秦
野

厚
木

道
路

 

→
 

強
み

高
速

道
路

の
交

通
利

便
性

が
高

い
。

 

強
み

新
東

名
周

辺
で

は
こ

れ
か

ら
産

業
系

の
土

地
利

用
が

で
き

る
。

 

 

６
 

大
学

が
あ

る
 

・
東

海
大

学
 

・
上

智
大

学
短

期
大

学
部

 

→
 

強
み

常
に

一
定

数
の

若
者

が
滞

在
し

て
い

る
。

 

強
み

大
学

や
学

生
と

の
連

携
の

機
会

に
恵

ま
れ

て
い

る
。

 

→
 

弱
み

市
民

に
占

め
る

非
納

税
者

の
割

合
が

高
く

、
税

財
政

基
盤

が
弱

い
。

 

 

７
 

市
街

地
と

中
山

間
地

域
が

あ
る

 

・
中

山
間

地
域

に
は

伝
統

的
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

多
く

残
る

。
 

→
 

特
徴

に
応

じ
た

施
策

が
必

要
 

 

８
 

温
泉

が
あ

る
 

・
駅

前
に

存
在

し
、

全
国

有
数

の
カ

ル
シ

ウ
ム

濃
度

を
誇

る
鶴

巻
温

泉
 

→
 

強
み

市
内

外
か

ら
好

評
で

あ
り

、
今

後
も

集
客

が
期

待
で

き
る

 

 

９
 

労
働

拠
点

性
が

低
い

 

・
市

外
へ

の
通

勤
者

が
市

内
勤

務
を

上
回

る
。

 

→
 

弱
み

労
働

力
が

市
内

で
活

用
さ

れ
ず

、
市

外
へ

流
出

し
て

い
る

。
 

 1
0
 

財
政

が
厳

し
い

状
況

に
あ

る
 

・
人

件
費

、
公

債
費

の
削

減
が

相
当

程
度

進
ん

で
い

る
。

 

・
人

口
１

人
当

た
り

の
経

常
一

般
財

源
の

額
が

全
国

1
7
4
1
市

町
村

で
1
3
番

目
に

少
な

い
。

 

→
 

弱
み

厳
し

い
財

政
状

況
で

あ
る

。
 

資
料

３
 


